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1．投稿資格・著作権・編集要領  
1）単著論文の投稿資格者は、生物資源経済学専攻（以下、専攻と略記）教員、本専攻在籍中ないし在籍後5年以内の内地   
研究員・外国人招聴学者・外国人共同研究者、および編集委員会で特に認めたものとする。なお、別途定める『生物資   
源経済研究』内規に基づき、本専攻の院生（およびこれと同等以上と認められる者）も、専攻会議の了承のもとに投稿  
できる。   
2）共著論文の第一執筆者は本専攻教員に限定するものとする。   
3）著作権‥本誌に掲載された論文・抄録の著作権は、本専攻に属するものとする。なお執筆者自身が自らの論文を利用す  
ることは差し支えないものとする。   
4）原稿の採否の決定：原稿の採否は、査読にもとづき編集委員会が行うこととする。採用決定日をもって受理目とする。   
5）発行回数と別刷り：年1回発行を原則とする。別刷りは各原稿当たり20部まで無料で著者に贈呈し、それ以上さ享著者の  
実費負担とする。   
6）著者校正：著者校正は原則として2回行う。誤植以外の加筆・修正はできないこととする。  
2．執筆要領  
1）原稿種別は論文と研究ノートの2種とし、投稿者は投稿時に種別を明記する。   
2）原稿枚数は、図・表を含め、和文の場合は横書き400字詰め原稿用紙換算で50枚以内、英文の場合は、A4用紙にダブル・   
スペース（28行、1行10～15単語）で30枚以内を目安とする。和文の場合は英文抄録（300単語以内）と英文題名を、英   
文の場合は和文抄録（帥0宇以内）と和文題名を投稿時に添付する。原稿は完成原稿とそのハード・コピー2部を、デー  
タ・ファイルを添付の上で、編集委員長ないし副委員長に提出するものとする。   
3）特殊な専門用語・学術用語のほかは、原則として新仮名遣い・常用漢字を使用する。   
4）論文の節項表示は、1．（1）、1）、aのようにする。   
5）単位は％、kg、haなどの略号を用い、数字は5憶6，728万などと表す。   
6）図表は、図1、表1（Figl．Tablel）のように示す。また図表の挿入位置については、完成原稿の右余白に朱書きで明示  
する。   
7）本文注記は各貢ごとではなく本文末尾に一括して掲載する。また引用文献は注記を原則とし下記の要領によるものとす  













ー87－   
執筆者紹介（掲載順）  
武部  隆 京都大学農学研究科  
浅見 淳之 京都大学農学研究科  
加賀爪 優 京都大学農学研究科  
野田 公夫 京都大学農学研究科  























編集委員長 野田 公夫   
『生物資源経済研究』第12号編集委員（五十音順）  
浅見淳之  香川文庸  川村 誠  未原達郎   
武部 隆  沈 金虎  辻村英之（副委員長） 野田公夫（委員長）  
生物資源経済研究 第12号  
2007年3月15日 印刷  
2007年3月25日 発行  
編集 京都大学大学院生物資源経済学専攻  
生物資源経済研究 編集委員会  
電話 075－753－6201  
発行 京都大学大学院生物資源経済学専攻  
〒606－8502京都市左京区北白川追分町  
印刷 創文堂印刷㈱  
－88－   
平成  年  月  日  
御中  
京都大学大学院農学研究科  
生物資源経済学専攻   
刊行物資料の送付について   
このたび下記の『生物資源経済研究』を専攻紀要として刊行いたしまし  
た。御高覧いただきたく御送付申し上げます。   
お手数ながら下添の受領書を御送付下さるようお願い申し上げます。   
なお、今後新資料の御刊行の節は御恵贈賜りたくお願い申し上げます。  
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